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運動は，主として文学ないし世界観の運動であった。   
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ルム・ウント・ドラング』など，『ゲッツ』の成功に刺激された若い世代の演  
劇の創造性が爆発した時代である。   
第3の頂点を極めているのは，80年の前半でシラーの『群盗』（DieRauber），  




















車でライプツイヒに到着する。   
ケルナーはゲッション書店と協定を結び，とりあえず1年間シラーの仕事の  
物質的保障を確保してくれた。シラーはライブツイヒ郊外のゴーリスの農家で  

















Deine Zauber bindenwieder，   
WasdieModestrenggeteilt，   
A11eMenschen werdenBruder，   
Wo deinsanfter Fltlgelweilt．   
Seidumschlungen，Millionen！   





326   

























327   























































329   



























330   



























331   







Des Fuchses，eines HundesNeid，  
NichtseineTreu11ndTapferkeit，  
UndkeinesMenschenHerz，－erist  
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である。ルカチは，次のように述べている。   
「『ヴェールター』の世界的成功は，市民革命の路線が文学のうえで収め   
た勝利をあらわしている。この成功をもたらした芸術的基盤は，『ヴェール   
ター』が18世紀の偉大なリアリズム傾向を芸術的に統一した点にある。若き   
ゲーテは，リチャードソン＝ルソーの線を引き継いで，芸術的にこれらの先   
輩たちをはるかに凌いでいる。これらの先輩たちから受け継いだ根本の主題   
は，市民的な日常生活の感情豊かな内面を描き出して，そのなかから，封建   
社会に対立して生じつつあった，新しい人間の輪郭を浮かびあがらせること   
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ヨーロッパの枠内で考察することは，全く新奇なことではない訳である。   
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（9）G．Lukacs：GoetheundseineZeit  





（掴 芝生瑞和編：図説フランス革命  
（摘 上掲のフランス革命小史   
㈹ Kraussの上掲書   
参考文献（文中にあげた以外のものをあげる。）   
ErnstBaur：JohaunGottfriedHerder   
桑原武夫：Fルソー』（岩波新書）   
桑原武夫柘Fフランス革命の研究j（岩波書店）   
登張正英編 Fヘルダー・ゲーテj（世界の名著）   
［補足］  
シュトゥルム・ウント・ドラング時代の文学史年表  
1766年－67年   
ゲルステンペ）L／ク：『文学のふしぎさについての書簡』（BriefetiberMerkwtlrdig．  
keitenderLiteratur）  
1766年   
レッスイング『ラオローン』（Laokoon）   
ヴイーラトン『アーガトン物語』（DieGeschichtevonAgathon）  
1767年   
レツスイング『ミンナ・フォン・パルンヘルム』（MinnavonBarnhelm），『ハンブル  
ク演劇論』（HamburgischeDramaturgie）69年まで  
1766－68年   
ヘルダー『近代ドイツ文学断想』（FragmentenberdieneueredeutscheLiteratur）  
1768年   
ゲルステンペルク『ウゴリーノ』（Ugolino）   
ヴイーラント『ムザーリオン』（Musarion）  
1769年   
ヘルダー『批評論集』（KritischeWaLder）   
ヘルダー『わが旅日記』00urnalmeinerReise）   
ヘルメス O．T．Hermes）『メーメルからザクセンヘのゾフィーの旅』（Sophiens   
ReisevonMemelnachSachsen）   
タロツプシュトック『ヘルマンの戦い』（HermannsSchlacht）  
1771年   
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ゲーテ『シェイクスピアの日に』（RedezumShakespearsTag）  
21  
クロツプシュトック『額詩』（Oden）   
ゾフィー・フォン・ラロシュ（SophievonLaroche）『フォン・シュテルンハイム嬢   
物語』（GeschichtedesFrauleinsvonSternheim）  
1772年   
ヘルダー『言語起源論』（AbhandlunguberdenUrsprungderSprache）   
レッスイング『エミーリア・ガロツテイ』（Emi1iaGalotti）   
ヴイーラント『黄金の鏡』（DergoldeneSpiegel）  
1773年   
ヘルダー繍『ドイツの特性と芸術について』  
（VondeutscherArtundKunst）   
ヘルダーの『オスイアンと古代民族の歌謡についての往復書簡抄』と『シェイクス   
ピア』，ゲーテの『ドイツの建築について』，メーザー  0．Moser）の『ドイツ史』な   
どを含む。   
ゲーテ『鉄手のゲッツ・フォン・ベルリヒンゲン』（GotzvonBerlichingenmitder   
eisernenHand）   
ゲーテ『プロメートイス』（Prometheus）   
レンツ『ゲッツ・フォン・ベルリヒンゲについて』（OberG6tzvonBerlichingen）   
ヴイーラント『アルケステ』（Alkeste）  
1774年   
ゲーテ『クラヴイーゴ』（Clavigo）   
ゲーテ『若きヴェールダーの悩み』（DieLeidendesjungenWerthers）レンツ『家庭   
教師』（DerHofmeister）   
レンツ『新メノーツア』（DerneueMenoza）   
ヴイーラント『アブデラの人たち』（DieAbderiten）80年まで  
1775年   
ヴァーグナー（H．L．Wagner）『後悔先に立たず』（DieReuenachderTat），ク7）ン   
ガー『オットー』（Otto）  
クリンガー『悩める女』（DasleidendeWeib）   
ライゼヴイツツ O．A．Leisewitz）『差し押え』（DiePfandung）   
ライゼヴイツツ『真夜中の訪問』（DerBesuch um Mitternacht）   
レンツ『パンデモニウム・ゲルマニクム』  
（PandaemoniumGermanicum）   
ゲーテ『ウ）L／・ファウスト』（Urfaust）  
1776年   
ライゼヴイツツ『ユーリウス・フォン■タレント』OuliusvonTarent）  
ク1）ンガー『双生児』（DieZwi11inge）  
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タリンガー『新アリア』（DieneueArria）   
クリンガー 『ズィスモーネ・グ1）サルドー』（SismoneGrisaldo）   
ク．）ンガー Fシュトゥルム・ウント・ドランク』（SturmtlndDrang）   
レンツ『友人ゆえの哲学者』（DieFreundemachendenPhilosophen）   
ヴァーグナー『幼児殺し』（DieKindermorderin）   
ゲーテ『シュテラ』（Stella）   
ミュラー：（F．Mtlller，通称MalerMnller）『ゴーロとゲノフェーフア』   
（GoloundGenoveva）   
ビュルガー（G．A．Burger）『民衆詩について，ダーニュル・ヴンダー7）との著書か   
ら』（t）berVolkspoesie．AusDanielWunderlichsBuch）  
1778年   
ミュラー 『ファウストの生涯』（Fausts Leben）   
ヴァーグナー『絶讃を博したその夜のヴオルテール』（Voltaire am Abendseiner   
Apotheose）   
へ）L／ダー『人間の魂の認識と感情について』（Vom Erkennen undEmp丘nden der   
menschlichenSeele）  
1778－79年   
ヘルダー『民謡集』（Volkslieder）1807年ヨハネス・フォン・ミュラーによって新し   
く改編され，その後『歌謡における諸民族の声』（StimmenderV61kerinLiedern）   
と称される。   
レッスイング『賢者ナ一夕ン』（Nathan derWeise）  
1780年   
クリンガー『ステイルポとその子供たち』   
（StilpoundseineKinder）   
ヴイーラント『オーベロン』（Oberon）  
1781年   
シラー『群盗』（DieRAuber）  
1782年   
シラー『現今のドイツの劇場について』   
（tTberdasgegenwartigeteutscheTheater）  
1783年   
シラー『シュノアにおけるフィエスコーの反乱』（DieVerschworungdesFieskozu   
Genua）  
1784年   
シラー『たくらみと恋』（KabaleundLiebe）   
ヘルダー『人類歴史哲学者』（IdeenzurPhilosophiederGeschichtederMeuschheit）   
4巻91年まで。  
1785年   
シラー『よき常設劇場は，そもそもいかなる効果をあげうるか』（Waskanneine   
gutestehendsSchaub山Ineeigentlichwirken？）   
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後年『道徳的施設としての演劇舞台』（Die Schaub血neals moralische Anstalt  
betrachtet）というタイトルになる。   
モーリッツ（K，Ph，Moritz）『アントーン・ライザー』（AntonReiser）4巻90年まで。   
シューバ）t／ト（Ch．Fr．D．Schubart）『仝詩集』（SamtlicheGedichte）87年まで。  
1786年   
ビュルガー（G．A．BBrger）『ミュンヒハハウゼン男爵の冒険』（Feldztigeundlustige  
AbenteuerdesFreiherr・nVOnM且nchhausen）  
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